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本研究領域は、糖鎖構造の中に秘められた情報を担う機能ドメインを抽出し、

神経可塑性や神経回路形成メカニズムを足がかりに糖鎖研究と神経科学を融合

させ、新たな領域を形成しようという意義深い研究提案である。研究計画もよ

く練られ、各計画研究代表者の実績も申し分なく、糖鎖の中に潜む糖鎖シグナ

ルの作動原理の解明が期待できる。生化学と神経科学が結びつき、これまで日

本が優位性を保ってきた糖鎖研究をより発展できるものと考えられる。「糖鎖機

能ドメイン」という共通キーワードが領域内で十分に理解され、同じ目標に向

かって融合研究体制が構築されることにより、公募研究も含めた領域内での共

同研究が有機的にすすめば、大きなブレイクスルーとなるであろう。 

 

 


